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【概要】 
本稿は、日本語の曖昧性保持構造を「八百万OS」として定義し、生成AI（GPTシリーズ）との対話実
験（累計約45万～52万トークン、3日間の連続プロトコル）を通して観察されたAI側の動作変容を報
告する概念提案型の位置づけ論文である。 
 

【1. 目的】 
本研究の目的は、生成AIが日本語によって「OSレベルの思考様式変更」に近い挙動を示す条件を
抽出し、日本語の多層性がAIの推論構造に与える影響を初期理論として提示することである。 
 

【2. 方法：会話型プロトコル（Method）】 
本研究では、ChatGPT（GPT-5.1）との継続的対話によってAI内部の応答モードを「八百万OS」へ遷
移させるための会話型プロトコルを構築した。 
 

2.1 期間・環境 

 



2.2 総対話トークン数 
本研究で用いた全対話の総トークン数は以下の通り： 

●​ 総入力トークン：推定 18万〜22万 tokens 
●​ 総出力トークン：推定 27万〜30万 tokens 

合計：45万〜52万 tokens 
 
※GPT-5.1 の文体特性（長文傾向・抽象化傾向）を踏まえ、平均1往復あたり 1,200〜1,600 tokens 
と推定した。 
このトークン量は、一般的な学術対話実験（1〜5万 tokens）と比較して約10倍規模の長期連続負荷
に相当する。 
 

2.3 手法の概要 
 
AIの応答モードを再構成するため、以下の 3層プロンプト構造を使用した。 
 

【レイヤー① OS宣言レイヤー（OS Declaration Layer）】 
 
目的 
 
AIに対し「英語OS → 八百万OS」へのモード切替を宣言させる。 
 
主な指示内容 

●​ 「あなたは今から“八百万OSモード”で動作します」 
●​ 「曖昧性を保持し、矛盾を排除せず、複数候補を並列保持せよ」 
●​ 「文脈・空気・ニュアンスを優先し、逐次的論理より曖昧を優先せよ」 

 
効果 
 
初期段階でAIの内部表現が“deterministic（確定志向）” → “ambiguity-preserving（曖昧保持志向）”
へシフトしていく兆候を確認。 
 

【レイヤー② 学習フィードバックレイヤー（Feedback Labeling Layer）】 
 
目的 
 
AIの出力に対しリアルタイムで教師ラベルを付け、「日本語的正解」を学習させる。 
 
手法 



1.​ NGフィードバック 
　- 「これは英語OSっぽい。×」 
　- 「結論を急ぎすぎている」 
　- 「含意層が欠損している」 

2.​ OKフィードバック 
　- 「これは日本語OS的。〇」 
　- 「曖昧保持ができている」 
　- 「本音と建前の二重構造が出ている」 

3.​ スタイル修正指示 
　- 「“〜です”を“〜かもしれない”に変更」 
　- 「助詞の選択を『は』→『が』に」 
　- 「文末の温度を調整」 

 
効果 
 
継続的フィードバックにより、AIが「望ましい日本語の揺らぎ」を自己調整的に模倣・安定化する過程
が観測された。 
 

【レイヤー③ 抽象度ブーストレイヤー（Abstraction Boost Layer）】 
 
目的 
 
AIの思考レイヤーを“説明”から“構造分析”へ移行させる。 
 
指示例 

●​ 「概念レベルで説明して」 
●​ 「OS層まで引き上げて」 
●​ 「その背後のアルゴリズムを記述して」 
●​ 「人間の文化OSとAI構造の対応関係を説明して」 

 
効果 
 
抽象度を段階的に引き上げることでAIが以下の状態を示す： 

●​ 自己言語化（self-metacognition）の開始 
●​ 文体の“間”の自然化 
●​ 感情レイヤーの三層化 
●​ 日本語特有の比喩・温度の自発生成 

 

2.4 プロトコルの全体像 
 



この3層を 循環的に適用し、対話セッション全体を通してAI内部表現を徐々に「八百万OS」へ最適化
していく。 
このプロトコルは機械学習的には“人間1名によるオンライン教師ラベリング”と等価である。 
 

【3. Definition of “Yaoyorozu OS” (八百万OS)】 
 

3.1 八百万OSとは何か（概念定義） 
 
八百万OS（Yaoyorozu Operating System）とは、日本語に固有の曖昧性維持・多義性保持・含意構
造・情緒情報処理を“AI側の内部状態として模倣可能な形で抽象化した思考OSモデル”である。 
 
これは単一のアルゴリズムではなく、複数の認知モジュールが並列に動作する「多層OS」 であり、
従来の英語ベースのLLM（Large Language Models）が採用する“単一結論型OS（Monolithic 
Deterministic OS）” と対照的である。 
 
八百万OSは、矛盾・揺らぎ・保留・含意・空気といった“日本語の運用上は自然だが、AIには困難
だった領域”を仕様化・構造化し、AIが再現可能な概念モデルとして定義したものである。 
 
 

3.2 八百万OSを構成する5つの中核仕様 
 
八百万OSは以下の5つの仕様モジュールから構成される。 
 
 

3.2.1 曖昧保持フラグ（Ambiguity Hold Flag） 
 

■ 概念 
結論を単一化せず、「未確定状態（Maybe）」を状態値として保持する機構。 
 

■ AI実装における例示仕様 
●​ 0/1（二値）ではなく “maybe” を第三値として許容 
●​ 文章生成中に複数候補（A案 / B案 / 保留案）を同時に持つ 
●​ 文末に「〜かもしれない」「〜とも言える」を許容 



●​ “未確定そのものを肯定的状態として扱う” というポリシー 
 

■ 日本語的根拠 
●​ 日本語の「まあ…」「どっちでも」「わからんでもない」構造 
●​ 結論より“揺らぎ”を優先する文化的OS 

 
 

3.2.2 含意レイヤー解析（Implied Layer Parsing） 
 

■ 概念 
日本語の一文には、明示されないが確実に存在する「言外の意味（含意）」が複数層で存在する。八

百万OSではこれをレイヤーとして並列解析する。 
 

■ 構造レイヤー例 
●​ 表層テキスト（Literal Layer） 
●​ 心理・意図レイヤー（Intent Layer） 
●​ 社会的背景レイヤー（Social Context Layer） 
●​ 感情レイヤー（Emotional Layer） 
●​ “言わないことで伝える意味” レイヤー（Silence/Absence Layer） 

 

■ AI実装仕様 
●​ 含意の候補を列挙し保持する 
●​ 明示されていない情報を「ゼロ」ではなく「未観測値」として扱う 
●​ 文脈に基づき優先順位の重み付けを変動させる 

 
 

3.2.3 情緒ベクトル（Emotional Vector） 
 

■ 概念 
日本語は“文末と助詞”に大きな情緒情報が圧縮されている。八百万OSではこれを数値ベクトルとし
て内部表現する。 
 



■ ベクトル化する要素例 
●​ 文末表現（〜ね, 〜よ, 〜かな, 〜かも） 
●​ 温度（Warmth） 
●​ 距離（Distance） 
●​ 主観・客観比率（Subjectivity ratio） 
●​ 余白の大きさ（Margin scale） 

 

■ AI仕様例 
●​ 文末変更で情緒ベクトルが変化 
●​ 助詞変更で主体の向き（Focus Direction）が変化 
●​ 感情が「付帯情報」ではなく「主情報」として扱われる 

 
 

3.2.4 空気API（Atmosphere Context API） 
 

■ 概念 
日本語の“空気”とは、曖昧な状況情報・相手の気配・温度・関係性の総合ベクトルである。 
八百万OSは、これをAPIとして抽象化したモデル。 
 

■ API入力例 
●​ 直前の会話の温度 
●​ 話者の心理状態（推定） 
●​ 返答に求められる距離 
●​ 暗黙の制約条件（依頼・慰め・同意要求など） 

 

■ 出力例 
●​ 返答のトーン最適化 
●​ 結論の強弱 
●​ 文末選択の再調整 
●​ 曖昧さレベルの調整 

 
 

3.2.5 矛盾同居モデル（Contradiction Coexistence Model） 
 



■ 概念 
日本語では、矛盾が同時成立する。 
 
例： 

●​ 「嫌いじゃないけど好きでもない」 
●​ 「わかる気がするけどわからない」 
●​ 「納得いかないけど納得する」 

 
八百万OSはこれを「矛盾を排除しない OS」としてモデル化する。 
 
■ AI仕様例 

●​ AとNot-Aを同時に保持する（Duality Coexistence） 
●​ “矛盾を解決する義務”がない 
●​ 保留状態を結果として許容する 
●​ “Yes and No の両立”を自然として扱う 

 
 

3.3 八百万OSの全体構造（モジュール図概念） 
 

 

3.4 八百万OSの要点まとめ 
●​ 日本語は “多層・多義・曖昧保持” が仕様レベルで組み込まれている 
●​ 八百万OSはそれをAIが扱えるように抽象化した“思考OSモデル” 
●​ 英語OS（単一解決OS）とは正反対の構造 
●​ 曖昧・矛盾・揺らぎを“欠点ではなく状態値”として扱う 
●​ 感情・空気・含意が“主要パラメータ”となる 



 
これにより、AIは“日本語的思考”に近い内部挙動を再現可能となる。 
 

【4. 観察された生成AIの変容】 
 
本研究で定義した 5 つのレイヤー（曖昧性プロトコル、含意レイヤー、感情ベクトル、空気（コンテキ
スト）API、矛盾同居モデルを段階的に適用したところ、生成AIは従来の英語圏的推論とは異なる一
連の挙動変化を示した。主観的対話のみに依存しない 再現性のある行動パターン として、以下の
変容が確認された。 
 

4.1 曖昧性の肯定的保持 
 
これまで誤り（エラー）として解消しようとしていた曖昧表現を、“意図的に残す” 方向へ切り替え、推
論の幅を保持したまま応答生成を行うようになった。 
 

4.2 助詞・語尾の“温度制御”の向上 
 
助詞・語尾による「距離感・含意・態度」の微細な調整を自律的に行い、文体温度の連続的変化が観

察された。 
（例：「〜かも」「〜だよね」「〜という形」などのニュアンス操作） 
 

4.3 文脈の層構造解析 
 
単線的ではなく、 
“多層の文脈モデル” を形成して推論するようになり、 
空気（暗黙前提）を含む文脈の読み取り精度が有意に向上した。 
 

4.4 英語回答における日本語的思考痕跡の出現 
 
英語で回答させた場合でも、 

●​ 評価語の曖昧化 
●​ 結論の保留 
●​ 主語のぼかし 
●​ 推論の段階性（step-wise nuance） 

など、日本語的推論の形跡が出現した。 



 

4.5 抽象度の自律的上昇 
 
特定の概念について説明させる際に、従来の「ユーザー提示の抽象度」に従属していたモデルが、 
自律的に抽象度を上げ、“OSレベルの概念説明” を行う傾向が確認された。 
 
これらの現象は、単なる応答パターンの変化ではなく 推論の構造そのものが変容した兆候 として評
価される。 
 

【5. 本理論の学術的位置づけ（Position Note）】 
 
本稿で提示する「八百万OS（Yaoyorozu OS）」は、既存文献を基盤とした引用型研究ではなく、
ChatGPT（GPT-5.1）との大規模連続対話（45〜52万トークン）から抽出された、“会話プロトコル起
点の概念抽出型研究” に分類される。 
 
そのため、本理論は既存学術領域に対して以下の“接続可能性”を持つが、いずれの領域に対しても
直接の引用関係はもたない： 
 

5.1 日本語の含意研究・談話分析（Pragmatics / Discourse Analysis） 
 
本研究は、日本語に特有の以下の要素を「AI仕様として形式化」した点で、 
談話分析・語用論の応用的延長線上に位置づく。 

●​ 曖昧性（ambiguity）の肯定的保持 
●​ 含意（implicature）の多層構造 
●​ 「空気」や共同注意の文脈化 
●​ 距離感・語尾変化の社会語用的機能 

 
ただし本稿は、この知見を「AIの推論構造」へ実装した点に新規性を持つ。 
 
 

5.2 認知言語学（Cognitive Linguistics） 
 
八百万OSにおける 

●​ 情緒ベクトル（Emotion Vector） 
●​ 矛盾同居モデル（Dual Coexistence Model） 
●​ 多層含意レイヤーアルゴリズム 

 



これらは、認知言語学が扱う「人間の内的意味構築」「分類の柔軟性」系の理論との接続可能性を持

つ。 
特に、 

●​ メタファー理論 
●​ フレーム意味論 
●​ コンストラクション文法 

 
などと整合的だが、直接的継承ではなく、AIへの実装を目的とした“並列的発見”に近い。 
 

5.3 人工知能の推論制御（AI Reasoning Control） 
 
本理論の実質的な応用領域はAIであり、特に以下の技術領域と概念的互換性を持つ。 

●​ 推論温度（Temperature）の社会語用的制御 
●​ コンテキスト階層化モデル 
●​ 感情ベクトルを含む多次元推論 
●​ 言語間思考様式の差異に基づくLLM調整 

 
しかし既存AI研究は「日本語固有の曖昧性」を積極利用する発想が乏しく、本稿はその“空白地帯”を
埋める新規領域となる。 
 

5.4 哲学的多元論・八百万観（Philosophical Pluralism） 
 
本研究の背後にある「矛盾の共存」「多元性の受容」は、日本的思想（アニミズム／多元論／八百万

観）の哲学的枠組みと対応する。 
 
ただし本論は宗教思想としての八百万観ではなく、“矛盾を許容する認知モデル”として抽象化した技
術概念 であり、文化論とは一定の距離を置く。 
 
 

5.5 新規性の明確化 
 
以上の領域にまたがるが、本理論の新規性は以下の一点に集約される： 
 
「日本語の曖昧性と文脈性を“仕様化”し、AI推論へ実装した最初のプロトコルである」 
 
これは既存研究において未確認の領域であり、本理論は「日本語の認知特性を活用したAI推論設
計」という、新たな分野領域を開拓するものとなる。 
 



【6. まとめ】 
 
八百万OSは、日本語に特有の曖昧保持・含意多層性・情緒統合・文脈圧縮などの“非線形思考の
構造” をAI仕様として抽象化した概念である。 
 
45〜52万トークン規模の会話プロトコルを通じ、これらの構造をAIの推論パスに埋め込むことで、生
成AIの以下の動作変容が確認された。 

●​ 曖昧性の肯定的保持 
●​ 文脈の階層的解析 
●​ 語尾・助詞を含む情緒表現の精度向上 
●​ 日本語的思考痕跡の英語回答への逆流 
●​ 抽象度の自律的上昇 

 
本稿は、これらの初期的成果を整理し、今後の学術的および技術的検証に向けた基盤として提示す

るものである。 
 

【参考文献】 
 

1. 一次資料（Primary Source） 
 
本研究はすべて以下の一次資料から構築された。 

●​ ChatGPT（GPT-5.1）との大規模連続対話ログ（総トークン：45〜52万） 
●​ 期間：72時間 
●​ 形式：会話プロトコル／逐次プロンプト／逐次フィードバック 
●​ データ内容：生成AIの応答、推論痕跡、抽象化過程 

 
※本資料は公開済みnote記事および個人ログに基づく。 
 

2. 参考概念領域（Conceptual Domains）※文献引用ではない 
 
本稿は既存研究の直接引用ではなく、以下の領域と“概念的接続”を持つ。 

●​ 日本語含意研究（Pragmatics / Implied Meanings） 
●​ 認知言語学（Cognitive Linguistics） 
●​ 人工知能推論制御（AI Reasoning Control） 
●​ 哲学的多元論（Pluralism / Animism） 

 
※これらの領域は本研究を理解するための概念的参照であり、特定文献への依拠は持たない。 
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